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 根利の赤城神社は、金 

久保橋と県道大間々線の 

間の山にあり、赤い鳥居 

の正面に赤城神社が祀ら 

れ、境内には、諏訪神社 

と八坂神社も祀られ、里 

宮として今もお参りされ 

ています。 

 旧赤城根村の各地では、 

赤城神社が祀られていたようですが、この地域の人たちは赤城

山を氏神としてきたと思われます。 

  根利の獅子舞は、諏訪神社の祭典（９月）に舞われています

が、以前は晩秋から初冬におこなわれていたようです。 

                  獅子舞は、雄獅子の大き

いものを「大獅子」、小さ

いものを「友獅子」、雌獅

子を「中獅子」とよび、一

人立ちの三匹獅子舞です。 

                  獅子舞は、諏訪神社を勧

請した時に伝わったとい

う説と、旧勢多東村から伝

わったとの説があります。 
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に
、
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治
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を
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け
る
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い

る
野
田
首
相
は
、
増
税
を
前
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を
条
件
に
す
る
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と
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、
「
一
体
改
悪
」
に
拍
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を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
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大
企
業
や
大
資
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を
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ば
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に
た
よ
ら
な
く
て
も
社
会
保
障
を
充
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す
る
財
源
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 沼田市消防団ポンプ操法競技会が２０日開かれ、ポン

プ車の部で第４分団第１部（薄根地区）、小型ポンプ車の

部では第２分団第３部（利南地区）が優勝しました。 

 競技会には、ポンプ車の部１１チーム、小型ポンプ車

の部１２チームが参加

しました。 

                ポンプ車の部が３位

までと、小型ポンプ車の

部４位までが、県大会出

場をめざし、利根沼田の

競技会に出場します。 

 所得が低い人などが安心して医療を受けられる、「無料

低額診療事業」の学習会が開 

かれました。 

 学習会には、「無料低額診 

療事業」をおこなっている前 

橋協立病院の職員が、取り組 

み内容などを講演しました。 

 沼田市では、福島第一原子力発電所の事故により、空間放射線量が高い

地域があることから、国の特別措置法に基づく汚染状況重点地域の指定を

受け、除染計画実施計画書を策定し、除染に取り組むこととなりました。 

 文部科学省と県が昨年おこなった航空モニタリング調査の結果に基づ

き、空間放射線量が高かった、上久屋町、横塚町、久屋原町、 

佐山町、上発知町、中発知町、発知新田町、下発知町、岡谷 

町、奈良町、秋塚町、善桂寺町、大釜町、宇楚井町、石墨町、 

戸神町、高平、平出、上古語父、下古語父、高戸谷、大原、 

穴原、根利、小松、柿平で放射線量を測定し、毎時０．２３ 

マイクロシーベルト以上ある地域の除染をおこなう予定です。 

 今年度からスタートした「沼田市第５次総合計画の後期実施計画」を策定

するために市では、2010 年におこなった市民アンケートの結果と合併後の

財政指標の状況などをまとめた「合併とその後の状況及び地域自治区のあり

方に関する調査報告書」が議会に配布されました。 

市民アンケートでは、合併後で良くなったところについては「特に良くな

ったところはない」が最も多く（44.5%）、白沢町や利根町では、

「職員対応、窓口サービスが低下した」との意見が多く、合併に

対するマイナス評価が多い傾向で、合併が市民にとってはまった

くメリットがなかったと感じていることがわかります。 


